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１ はじめに―東南アジア音楽文化圏再考
ゴング・チャイム文化圏―これは東南アジア音楽文化圏を指し示すのに
用いられる呼称である。ゴングは東南アジア青銅器文化の指標の一つとし
て位置づけられており，ただ単に音楽を演奏する道具としてだけではなく，
貴重なもの・神聖なものという付加価値ゆえに威信財的存在としても東南
アジアの各社会において重要視されてきた。そして，そのゴングを組み合
わせたゴング・チャイム gong-chime は特に東南アジア独自の楽器である
ため，その楽器名称を冠した上記の呼称が用いられているのである。
しかし，東南アジア音楽の研究者は，ゴングあるいはゴング・チャイム
という楽器に，東南アジア音楽文化の特徴を語る全権を委ねすぎてはいな
いだろうか。筆者はゴング・チャイムの演奏様式に着目しつつも，特定の
楽器という“モノ”ではなく，ある特定の演奏慣習という観点から，ゴン
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グ・チャイムも含めた新たな東南アジア音楽文化圏の画定に挑みたいと考
えている。そして，この新たな研究を始めるきっかけとなったのが，筆者
が長年携わってきた古代ジャワ楽器を描いた奏楽図浮彫の図像学的研究で
あった。明らかにインド化の脈絡で語られるべきこれらの浮彫に，東南ア
ジア基層文化に属するゴング・チャイムにも通じる演奏様式，すなわちイ
ンターロッキング奏法が描きこまれているのである。
小論では，まずゴングおよびゴング・チャイムの演奏法を概観したのち，
古代ジャワの奏楽図浮彫に描かれた小型シンバルの合奏が暗示するインター
ロッキング奏法が，楽器の種類は異なれども，東南アジアのオーストロネ
シア語族分布域に共通して行なわれていることを解明した上で，東南アジ
アにおけるインターロッキング文化圏を提唱したいと考える。
２ 楽器としてのゴング，研究対象としてのゴング
楽器としてのゴングに言及した文献は数多いが，中でも音楽事典『Die
Musik in Geschichte und Gegenwart』第３巻の「Gong und Gongspiele」で
は，形状，分布，用途に関してきわめて詳細な記述がなされている。また，
黒澤 1970 の冒頭でも，ゴングについての解説にかなりの紙数が割かれて
いる。
近年においては, 製品としてのゴングの流通システムの解明 (杉山 2012)，
あるいは沈没船の舶載品としてのゴングに注目した研究 (NICOLAS 2009)
も盛んに行なわれている。これらの新しい研究は，ゴングを楽器としてで
はなく“モノ”ととらえており，研究対象としてのゴングの存在意義が多
様化しているのがわかるのである。
しかし数あるゴング研究，もしくはゴングについての記述の中で，ゴン
グの演奏法および演奏様式に言及している文献はほとんどない。これは恐
らく，ゴングの演奏法があまりにもシンプルであるからだろう。ゴングは
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こぶの部分を桴で叩き，その響きを自然に減衰させる（写真１)1)。ジャワ・
ガムランの構成楽器を例にとると，グンデル gender（写真２）やサロン
saron といったメタロフォンのように，音板を桴で叩く際に前に鳴らした
音板の音を消音するという高度な技術は必要としない。しかもゴングは頻
繁に鳴らされるものではない。クンプル kempul（写真１）やクノン
kenong のように調律された比較的大きなゴングは，中心となる旋律の節
目を強調するかのように１音だけ鳴らす。そして特定の音高を持たない最
大のゴン・アグン gong agung（写真１，右端）は，旋律の最後を締める
ようにゴーンと鳴らされる。したがって，演奏法の説明といえば，このよ
うにどこでゴングを鳴らすかというコロトミックな構造に注目が集まるの
である。
３ ゴング・チャイムの成立と演奏様式
上述のように，鳴らし方も演奏法も万事シンプルなゴングに対して，ジャ
ワ・ガムランのボナン bonang（写真３）のように東南アジア独自の楽器
とされるゴング・チャイムの演奏様式は興味深い。ゴング・チャイムとは，
調律された小型ゴングを複数個，枠や台の上に音階順に並べた楽器で，旋
律を奏するのが特徴である。
ゴング・チャイムの成立過程の説明には，ジャワに伝わるガムラン創成
神話とも言うべき伝説が引き合いに出されることが多い。その伝説を要約
すると，西暦347年に中部ジャワのラウ山頂に住むサン・ヒャン・グルま
たはバタラ・グル（シヴァ神に同定されることが多い）が，神々を呼び集
めるためにゴング（あるいは銅鼓）を３個作らせ，それを交互に鳴らさせ
たという内容で，これが現存するガムランの最古型とされるガムラン・ム
ンガン Gamelan Munggang とこのアンサンブルで奏される唯一の旋律
「ムンガン」の成立につながるとされる2)。しかし，伝説はあくまで伝説
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であり，それが学術的に解明されているとは決して言えない。
いずれにしろ，このように信号ゴングの組み合わせに始まったゴング・
チャイムは通常一人で演奏されるが，場合によっては一人が１個のゴング
を担当するというように，複数の演奏者が分担して一つの旋律を作り上げ
るということもある。一体，どちらが本来の演奏様式なのだろう？先ほど
のガムラン創成神話はゴングもしくは銅鼓の分担奏を暗示するが，もし分
担奏が本来の演奏様式だとすると，その起源はいつに遡ることができるの
か？その謎を解き明かす鍵が中部ジャワに残るインド系宗教の建造物遺跡
に隠されていたのである。
４ 古代ジャワの宗教建造物に描かれた楽器たち
歴史的にインド化の影響が色濃いジャワには，ヒンドゥー教や仏教の宗
教建造物が多数残されている。これらの建造物の壁面には浮彫（特にヒン
ドゥー神話や仏教経典を視覚化した説話図浮彫）が施されている場合が多
いが，中でも中部ジャワのチャンディ・ボロブドゥール Candi Borobudur
（以下，ボロブドゥールと表記する）は，奏楽図浮彫を多く持つという点
で音楽図像学的に注目に値する。ジョクジャカルタの北方に位置するボロ
ブドゥールは，８世紀末から９世紀半ばにかけて継続的に建立された仏教
建造物である。６方形層の下部構造の上に３円形層，さらにその上に中心
ストゥーパを頂くという独特の構造を持ち，また外部壁に金剛五仏を配す
ることから，建造物全体で立体曼荼羅を表現すると説明されることが多い。
そして，下部方形層の各回廊主壁と欄楯の壁面には，さまざまな仏教経
典に基づく説話図浮彫が施されているが，その中に多種の楽器演奏場面が
見出される。そこに描かれている楽器は以下のとおりである。
膜鳴楽器：円筒形太鼓，樽形太鼓，三つ組み樽形太鼓，砂時計形太鼓，
壺形太鼓
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弦鳴楽器：弓形ハープ，琵琶，棒琴
体鳴楽器：小型シンバル，大型シンバル，鈴，ベル，木琴
気鳴楽器：横笛，縦笛，法螺貝，喇叭，笙
これらの楽器は，ベルや木琴，笙などごく一部を除いて，ほとんどすべ
てがインド起源のものであるため，ボロブドゥールの奏楽図浮彫は従来，
インド化の脈絡の中で分析・研究されてきた。しかしその研究における最
大の難点は，これらの楽器のほとんどが現在のインドネシアのみならず，
東南アジア全域で使われていない，すなわち東南アジアには現存しないと
いうことである3)。それゆえ，かつてはボロブドゥールの壁面浮彫に描か
れた奏楽図はまるで絵空事であるかのように扱われたこともあった。実際，
ボロブドゥールを訪れて最初に目に入る第１回廊主壁上段の説話図浮彫パ
ネルに描かれた壮大なる大規模合奏図（写真４）は，インドからやってき
た仏教の威徳を当時のジャワの人たちに知らしめる大看板のような役割を
果たしたのではないか，とも考えられる。見たこともない楽器の洪水に，
当時ボロブドゥールを参詣したジャワの人々は目を奪われたのではないだ
ろうか。
しかし，このインド化の権化とでもいうべき建造物の浮彫には，当時の
ジャワの生活を彷彿させるような場面も多々見受けられる。たとえば，浮
彫に描かれた建物の形状，人物が身にまとう衣装などに，インドの影響で
はないジャワ的要素が垣間見られるのである。そして同様に，実は音楽に
関しても，明らかにインド的ではない光景が描きこまれている。ただし，
それは楽器というモノではなく，楽器の演奏法という姿をとるのである。
５ 古代ジャワの小型シンバル合奏が意味するもの
ボロブドゥールの奏楽図浮彫には，貴族の娯楽や仏に対する讃歎，ある
いはストゥーパ礼拝や行列の景気づけなど，いくつかの演奏シチュエーショ
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ンが見られるが，中でも舞踊図における舞踊伴奏の画面は注目に値する。
浮彫の舞踊図は１～２人の踊り手と，その伴奏を行なう横笛，太鼓，小
型シンバルのアンサンブルから成るが，横笛が１～２人，太鼓が１人であ
るのに対して，小型シンバルは２人以上で多くて７人の人物により演奏さ
れる。踊り手と横笛奏者はたとえ２人であっても，まったく同じポーズで
描写されているのだが，小型シンバル奏者はどの浮彫パネルにおいても演
奏ポーズが各自異なっている4)。
この舞踊伴奏アンサンブルにおける各楽器の役割を考えると，横笛が旋
律を奏し，太鼓がリズムを統括するのは一目瞭然である。しかし，小型シ
ンバルは一体どのような役割を担っているのだろう？そして，なぜ小型シ
ンバル奏者を大勢，しかも異なる演奏ポーズで描く必要があるのだろう？
ボロブドゥールとほぼ同時代の東南アジア他地域の宗教建造物壁面浮彫の
場合，舞踊の伴奏を行なう小型シンバル奏者は１人か２人に過ぎない。そ
してそれは古代インドの奏楽図浮彫にも言えることである。この事実は，
特にジャワにおいて舞踊図浮彫に小型シンバルを多数描写する必要性があっ
たことを示唆する。
小型シンバル奏者の姿をさらに観察してみると，例えば写真５の場合は，
後列の６人の小型シンバル奏者は各自がまったく異なるさまざまなポーズ
をとっている。しかし写真６を見ると，二列に並ぶ小型シンバル奏者のう
ち，特に後列に立つ４人のシンバルを打つタイミングが微妙にずれている
のがわかる。このようなずれは，４人の演奏姿勢に“時間差”が存在する
ことを示唆する。これは一見したところ，アニメーション的作画手法が使
われたと解釈することもできるだろう。しかし，一つの動きの時間的推移
を強調するアニメーションの手法は，舞踊図の中心となる踊り手の動きに
適用されるべきであり，伴奏の一構成楽器にすぎない小型シンバルの描写
に使用される必然性は考えられない。かと言って，単なる画面のにぎやか
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しではないことは明らかである。
小型シンバルはクラッシュ音を出す平らな大型シンバルとは異なり，特
定の音高に調律することができる。したがって，複数人による異なる演奏
ポーズの描写は，音高の異なる複数の小型シンバルの“組み合わせ奏法”
を示唆し，しかも各自音高が異なるゆえに一つの旋律を分担奏しているこ
とを表わしていると考えるのが妥当であろう。このように，一人が１音を
担当して複数人で一つの旋律を作り上げる演奏法は“インターロッキング
interlocking”と呼ばれる。この奏法の特徴は音高の異なる同一タイプの
単音楽器を組み合わせるということで，筆者はインターロッキング奏法を
“個別音分担奏”と解釈している。
かくして，ボロブドゥールの舞踊図浮彫に描かれた複数の小型シンバル
はインターロッキングによる旋律奏の役割を担うということが判明したの
である。
６ 東南アジアにおけるインターロッキング奏法
ボロブドゥールの壁面浮彫に描かれた小型シンバルがインターロッキン
グ奏法を行なっていたという想定は，東南アジア音楽史の通時性を考える
際に意義深い。なぜならば，東南アジア音楽文化の指標とされるゴングが
ボロブドゥールの浮彫には描かれていないため，ゴングを中心とする東南
アジアの器楽合奏の古代史が判然としないからだ5)。しかし，浮彫に描か
れたインターロッキングという楽器奏法は，現在では基本的に一人で演奏
されるゴング・チャイムが元来は複数人で分担奏されていたことを示唆す
る。もちろん，これは先述のガムラン創成神話に見るゴングもしくは銅鼓
の交互奏からも裏づけられることである。
それでは，古代ジャワに存在したインターロッキング奏法は当時に限定
されたものなのだろうか？ひるがえって現在の東南アジアを俯瞰してみる
古代ジャワの奏楽図浮彫が暗示するインターロッキング文化圏
― ―197
と，まずインドネシアにはアンクルン angklung（写真７）という竹の楽
器が広く普及している。アンクルンは１オクターヴ音程に調律された２本
の竹筒を竹枠にゆるやかにはめ込み，振って音を出す単音楽器で，一般に
平均律のドレミファソラシドに調律される。そして一人が１音を担当し，
インターロッキング奏法を行なうのである。アンクルンの歴史については
現時点ではまったくわかっていないのだが，楽器の複雑な構造から比較的
新しいものであるかもわからない。一つのアンサンブルを構成する楽器の
数を増やせば，旋律のみならず和音やリズムも演奏できることから，学校
における教育楽器として利用されることが多い。また，タイやベトナムに
も伝播し，それぞれの地域の民族楽器として定着している。
インドネシア以外に目を向けると，中部ベトナムに居住するジャライ族
やバナ族のチン・チェン Cing Cheng やフィリピンのミンダナオ島のティ
ルライ族が行なうセゲアグン segeagung のようなゴング・アンサンブル
がインターロッキング奏法を用いる。前者はこぶ付きゴングとフラット・
ゴングの組み合わせ (DAO 1998)，後者はこぶ付きゴング５個の組み合わ
せ (MACEDA 1998) である。また，台湾原住民族の一族である邵族6) は木
製杵の組み合わせでインターロッキング奏法を行なう。杵音と呼ばれるこ
の儀式は，農暦８月１日に始まるルサン lus’an（邵族の新年祭）の開始前
夜に行なわれ，７～８本の音高の異なる杵を儀式が行われる家屋の床に埋
めたコンクリート製の円板に打ちつけて音を出す（写真８)。新年の幕開
けを告げる音楽と考えられており，日本統治時代から日月潭の風物詩とし
て日本人の注目を集めてきた。現在では，年に一度のこの杵音儀式をアレ
ンジした杵音舞が，観光客を対象として１ヶ月に１～２度レストランの併
設ステージで上演されている7)。
このように，古代ジャワのインターロッキング奏法は現在の東南アジア
でも散見されるのである。そして，現在インターロッキング奏法を行なう
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地域は東南アジアのオーストロネシア語族分布域と重なり合っている。イ
ンド洋から太平洋まで広く分布するオーストロネシア語族は，中国南部に
端を発し，台湾を経て比較的早期に東南アジアへと拡散してきたと考えら
れている (BLUNDELL 2009)。オーストロネシア語族に属する各地域の民
族が，遺伝子学上の類似性だけではなく，社会文化的要素にも多々共通点
を持つことはすでに認められている (HSU & CHIEN 1996) が，音楽史の
観点からは，少なくとも台湾から中部ベトナム，そしてフィリピン，イン
ドネシアへと至る地域，すなわち比較的早期にやってきたオーストロネシ
ア語族がインターロッキングという音楽慣習を共通して継続的に伝承して
きたことが判明したのである。しかし，インターロッキング奏法と東南ア
ジアのオーストロネシア語族との密接な関係性を述べるには，現時点では
事例があまりにも少ない。したがって今後さらなる調査・検討が必要であ
ることは言うまでもない。
７ 結び―インターロッキング文化圏確立に向けて
古代ジャワにおいて小型シンバルを用いて行なわれていたと考えられる
インターロッキング奏法は，現在の東南アジアでも，金属，木，竹を素材
とする楽器の演奏に継承されている。小型シンバルは明らかにインド由来
の楽器であるが，インターロッキング奏法はインド化以前の東南アジア基
層文化に属する音楽要素である。しかも，それは東南アジアにおけるオー
ストロネシア語族の分布域と重なり合っているのである。
古代から現代に至るまで，通時的に東南アジアのオーストロネシア語族
分布域でインターロッキング奏法が行なわれているという事実は，東南ア
ジア音楽文化圏の中で，特に“インターロッキング文化圏”の存在を示唆
すると考えられる。東南アジア音楽文化圏を特徴づけるゴング・チャイム
も複数ゴングのインターロッキング奏法から始まったとすれば，台湾を含
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む東南アジアのオーストロネシア語族分布域にゴング・チャイム文化圏を
も包括するインターロッキング文化圏を確立できる可能性がある。そして，
インターロッキング文化圏の存在を過去にまで遡らしめる古代ジャワ宗教
建造物壁面に浮き彫りされた小型シンバルの演奏は，まさにインド化の隠
れ蓑を被った東南アジア基層文化の自己顕示と言えるのである。
小論は，平成24年度～平成26年度科学研究費助成事業（学術研究助成基
金助成金）による『演奏様式に基づく東南アジア音楽文化圏の再画定』
(課題番号24652043）の研究活動の一環として執筆されたものである。
注
1) ゴングには，打面が平らなフラット・ゴングと，打面中央に突起を持つこ
ぶ付きゴングの 2種がある。東南アジアに普及しているのは主にこぶ付きゴ
ングの方であるが，一部地域ではフラット・ゴングを用いる。
2) KUNST 1973 I : 260，LINDSAY 1992 : 45。Kunst はこのガムラン創成神
話の典拠をジョクジャカルタ王宮に伝わる『Kitab Jitapusara』に求めている
が，筆者はまだこの原典を確かめることができていない。
3) 数少ない現存例が，ミャンマーのサウン・ガウッやカレン族の民族ハープ，
タイのピーン・ナム・タオやインドネシアのスンバ島に見られる棒琴，そし
て東南アジア大陸部の古典声楽曲などで拍子とりに使われる小型シンバルで
ある。また，ボルネオ島の原始笙もボロブドゥールに描かれている事例とつ
ながりがあるように思われる。
4) 複数の小型シンバル演奏を含む舞踊図浮彫は，同じく中部ジャワのチャン
ディ・プランバナン Candi Prambanan のシヴァ祠堂にも 1例見られる。
5) ゴングの図像が宗教建造物の壁面浮彫に現われるのは14世紀以降である。
6) 邵族は台湾中部の日月潭周辺に居住する。現在700人ほどで，台湾原住民
族14族の中では最も規模が小さい。
7) ジャワ島とバリ島にも，数人が各自杵を持って細長い臼を搗く行為が見ら
れるが，これは単なるポリリズムなのか，あるいはインターロッキング奏法
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で旋律を作り出すのか，現時点では判断がつかない。
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写真１ クンプルとゴン・アグン
写真２ グンデル
写真３ ボナン
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写真４ ボロブドゥール第１回廊主壁上段（『ラリタヴィスタラ』の一場面)
写真５ ボロブドゥール第１回廊主壁下段（『スダナ王子とマノーハラーの
物語』の一場面)
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写真６ ボロブドゥール第１回廊欄楯上段（場面未比定)
写真７ アンクルン 写真８ 杵音儀式
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Interlocking Music Culture Hidden
in the Temple Reliefs of the Ancient Java
Claiming for the Indigenousness against
the Indianization of Southeast Asia
YUHI Kuniko
It is widely accepted in the ethnomusicological study that the Southeast
Asian music culture has been determined by gong-chime, a kind of musical in-
strument consisting of multiple number of small tuned bossed-gongs that are
arranged on a frame in a row to play melody. The author, however, would like
to propose a new music culture, namely the interlocking culture, in Southeast
Asia. This new idea focuses not on the particular musical instrument like
gong-chime but on a certain performance practice which leads to the playing
of gong-chime. That is, gong-chime is usually played by one person, but sev-
eral persons can take one gong respectively and beat it alternately in an inter-
locking manner to produce melody. The interlocking performance style
actually can be traced back to the ancient Java. Candi Borobudur in the central
Java is famous for its wall reliefs depicting various kinds of musical instru-
ment, almost all of which are assumed to have come from India. But among
these India-derived musical intsruments, playing of small cymbals is worth of
attention since a number of players are sounding their own cymbals simultane-
ously or alternately, sometimes showing some time lag among their playing
postures. This manner of playing obviously indicates the interlocking style
common to gong-chime.
The interlocking style to make up a single melody is today applied to the
playing of tuned bamboo tubes or stamping-pestles as well as gongs, and is
found around Taiwan, the central Vietnam, the Philippines and Indonesia. This
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distribution of the interlocked melody playing seems to overlap the domain of
the Austronesians who expanded to Southeast Asia early in its spread. These
music examples today and also the depiction on the wall reliefs of Candi
Borobudur, therefore, clearly show that the performance practice character-
ized by the interlocking style has continuously been inherited from the past to
the present among the Austronesians, thus forming the interlocking music cul-
ture in Southeast Asia. The depiction of the interlocking playing style by the
India-derived small cymbals in the ancient Java, therefore, claims for the in-
digenous music element against the apparently Indianized state of Southeast
Asia.
